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第1946 回例会

 

    

                              

 
 

 

会
員
増
強
・
新
ク
ラ
ブ
結
成
推
進
月
間

 

令
和
６
年
８
月
29
日
（
木
） 

Ｒ
Ｃ
Ｃ
活
動
報
告 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
63
名 

出
席
計
算
数 58

名
中
47
名
出
席 

出
席
率

81
・
03
％ 

前
々
回
出
席
率

82
・
35
％ 

 
 

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
Ｒ
Ｃ
Ｃ
支
援
金
贈
呈 

★
切
手
展
案
内 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長 

鬼
頭 

茂
成 

★
受
入
青
少
年
交
換
学
生
ウ
ェ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
案
内 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 
渡
辺 

観
永 

★
名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
活
動
報
告 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 
 

「
Ｒ—

Ｏ—

Ｔ—

Ａ—

Ｒ—

Ｙ
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
（
ロ
ー
タ

リ
ー
地
域
社
会
共
同
隊
）
隊
員 

大
須
商
店
街
連
盟
常
任
理
事 

吉
田 

和
正
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

大
須
商
店
街
連
盟
常
任
理
事 

吉
田
和

正
様
、卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

飯
田 

昭
夫
・
木
村 

吉
伸 

藤
田 

 

澈
・
横
井 

 

衞 

岡
村 

隆
德
・
河
合 

誠
弥 

西
垣
亜
矢
子
・
加
茂
田
義
幸 

安
江 

 

優
・
榊
原 

陽
子 

横
井
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。尾
上  

昇 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
派
遣
学
生
で
も
あ
り
、

日
本
で
数
名
の
難
し
き
平
和
フ
ェ
ロ
ー

で
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
の
大
学
院
へ

我
が
ク
ラ
ブ
か
ら
派
遣
し
た
澤
屋
奈
津

子
さ
ん
が
数
年
ぶ
り
に
ア
フ
リ
カ
か
ら

帰
国
さ
れ
ま
し
た
。 

 

吉
田 

隆
彦 

伊
勢
湾
台
風
の
時
15
才
だ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
ど
の
く
ら
い
台
風
が
来
た
か
し
れ

な
い
け
ど
、
こ
の
10
号
台
風
の
動
き
は

初
め
て
で
す
。 

 
 

 

岡
田 

尚
彦 

大
須
案
内
人
の
吉
田
和
正
様
、
卓
話
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
鬼
頭 

茂
成 

岡
田
尚
彦
さ
ん
の
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
一
部
が
中
郵
便
局
２
階
で
今
日
か
ら

常
設
展
示
さ
れ
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば

ご
覧
下
さ
い
。 

 
 

 

大
原 

敏
正 

山
口
さ
ん
、
近
藤
さ
ん
、
岡
村
さ
ん
、
憲

一
さ
ん
、加
藤
さ
ん
、大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
！
ワ
ッ
シ
ー
お
め
で
と
う
！ 

丹
下 

富
博 

妻
の
誕
生
月
で
す
。 

 

林 
 

順
治 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

飯
田 

昭
夫 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。 

本

日
は
、
８
月
23

日
に
Ｎ 

Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
番
組 

「
お
国
自
慢
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー 

被
告
人 

名
古
屋
」
で
の 

内
容
に
関
係
す
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
番
組

で
は
、
発
祥
の
地
が
名
古

屋
で
な
い
も
の
を
名
古
屋

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
扱
う
の

は「『
有
名
物
勝
手
に
所
有 

           

し
が
ち
罪
』で
名
古
屋
を
訴
え
ま
す
！
」

と
、
東
海
地
方
の
街
た
ち
が
息
巻
く
内

容
で
す
が
、
最
後
は
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
で

終
わ
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
小

牧
が
発
祥
の
地
で
名
古
屋
で
な
い
と
の

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
発
祥

の
地
は
尾
張
藩
小
牧
池
之
内
で
、
旧
尾

張
藩
主
海
部
兄
弟
が
苦
労
し
て
育
て
た

鶏
で
す
の
で
、
小
牧
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
発
祥
の
地
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

正
式
な
品
種
名
は
「
名
古
屋
種
」
と
言

い
、
明
治
38
年
に
日
本
家
禽
協
会
か
ら

国
産
実
用
品
種
第
一
号
の
鶏
と
し
て
正

式
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
23
年
頃
、

尾
張
藩
出
身
の
人
達
が
京
都
、
大
阪
を

中
心
に
進
出
し
て
養
鶏
場
を
開
き
、
愛

知
県
か
ら
持
っ
て
行
っ
た
「
薄
毛
」
を

大
い
に
広
め
、「
薄
毛
」
は
明
治
30
年
頃

ま
で
に
は
名
古
屋
地
方
か
ら
来
た
鶏
と

い
う
こ
と
で
「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」
と

呼
ば
れ
て
評
判
と
な
り
、
そ
の
名
が
定

着
し
ま
し
た
。 

昭
和
56
年
に
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
普

及 

    

及
協
会
が
設
立
さ
れ
、
普
及
と
偽
物
排

除
活
動
を
行
い
、
現
在
は
普
及
協
会
の

会
員
と
そ
れ
以
外
の
会
員
を
加
え
て
一

般
社
団
法
人
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
協
会
が

設
立
さ
れ
、
偽
物
排
除
消
費
者
保
護
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
商
標
で
見

分
け
ま
す
。
尚
、現
在
は
名
古
屋
市
農
業

セ
ン
タ
ー
と
県
内
５
ヶ
所
の
民
間
ふ
化

場
が
「
肉
用
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」
と
「
卵

用
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」
の
優
良
ひ
な
を

生
産
し
、生
産
者
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
供
給
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
正
式
な

「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」
と
称
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。 

「
き
し
め
ん
」に
関
し
て
は
、諸
説
色
々

あ
り
ま
す
が
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会 

は
、三
河
池
鯉
鮒
宿

（
ち
り
ゅ
う
じ
ゅ
く 

：
現
知
立
市
）
で
雉

の
肉
を
入
れ
た
う

ど
ん
が
好
評
で
雉

麺
（
き
じ
め
ん
）
と

呼
ば
れ
て
名
古
屋

に
ま
で
伝
わ
っ
た

と
い
う
説
を
主
張

し
て
お
り
、名
古
屋

に
伝
わ
っ
た
段
階
で

「
き
し
め
ん
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。 

現
在
「
名
古
屋
き
し
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め
ん
」
と
称
す
る
た

め
に
は
「
生
め
ん
類

の
表
示
に
関
す
る
公

正
競
争
規
約
」
で
規

定
し
て
い
る
「
名
古

屋
き
し
め
ん
」
の
条

件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。 

天
む
す
は
、
確
か

に
津
が
発
祥
の
地
で

あ
り
ま
す
が
、
最
初

に
商
品
「
む
す
び
」

に
つ
い
て
商
標
権
を

取
得
し
た
の
は
稲
垣

さ
ん
と
い
う
人
で
、

更
新
登
録
を
し
な
か

っ
た
た
め
普
通
名
称

化
し
た
も
の
で
す
。

発
祥
の
地
は
「
め
い 

ふ
つ
天
む
す
」
と
し
て
登
録
し
て
い
る

千
寿
と
も
い
わ
れ
て
い
て
、
お
持
ち
帰

り
品
で
な
く
賄
品
と
し
て
提
供
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
天
む
す
が
、
名
古
屋

飯
と
い
う
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
広
め
た
の
は
名
古
屋
の
お

店
の
よ
う
で
す
。 

「
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、「
名
古
屋
め
し
」

と
い
う
よ
り
も
一
宮
が
発
祥
の
地
と
の

主
張
と
、
豊
橋
が
発
祥
の
地
と
名
古
屋

以
外
で
争
い
が
あ
り
ま
し
た
が･･･

商
標

的
に
言
え
ば
「
一
宮
モ
ー
ニ
ン
グ
」
は

一
宮
商
工
会
議
所
が
所
有
す
る
登
録
商

標
で
す
の
で
、
単
な
る
モ
ー
ニ
ン
グ
が

名
古
屋
で
あ
る
と
か
一
宮
で
あ
る
と
か

豊
橋
で
あ
る
と
か
主
張
す
る
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
商
標

権
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。本
物
志
向
の
人
は
、

確
認
す
る
と
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
以

上
本
日
の
会
長
挨
拶
と
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
支
援
金
贈
呈 

社
会
奉
仕
委
員
長 

田
崎 

雅
三 

当
ク
ラ
ブ
が
提
唱
し
２
０
１
９
年
３

月
14
日
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
よ
り
認
証

を
受
け
て
結
成
さ
れ
た
「
名
古
屋
大
須

案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
」
へ
上
期
の
活
動
支
援

金
10
万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

「
大
須
案
内
人
」
は
、
大
須
商
店
街
に

属
す
る
名
所
旧
跡
・
神
社
仏
閣
と
と
も

に
大
須
商
店
街
の
案
内
・
紹
介
等
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
、
心
か
ら 

の
お
も
て
な
し
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
２
０

１
０
年
３
月
か
ら
大
須
商
店
街
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
を
拠
点
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
観
光
の
街
と
し
て
大
須
地
域
発

展
の
た
め
に
末
永
く
活
動
で
き
る
よ
う
、

提
唱
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
継
続
し
た
支
援 

         

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ
活
動
報
告 

名
古
屋
大
須
案
内
人
Ｒ
Ｃ
Ｃ（
ロ
ー
タ
リ
ー

地
域
社
会
共
同
隊
）
隊
員 

大
須
商
店
街
連
盟
常
任
理
事 

吉
田 

和
正
さ
ん 

                   
 

 
 

２
０
１
０
年
に
結
成
さ
れ
、
案
内

人
の
登
録
は
15
名
、
７
～
８
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。 

  

委
員
長
所
見
（
８
月
28
日
例
会
） 

ク
ラ
ブ
戦
略
委
員
長 

岡
部 

快
雅 

副
委
員
長 

 
 

 
 

岡
村 

隆
德 

委 

員 
 

 
 

 
 

岡
部 

快
圓 

尾
上 

 

昇
・
丹
下 
富
博 

原 
 

幸
一
・
鷲
津 
光
悦 

西
垣
亜
矢
子
・
堀 

 

曜
子 

戸
田 

貴
彦
・
加
茂
田
義
幸 

当
委
員
会
の
役
割
は
、
我
が
ク
ラ
ブ

の
抱
え
る
問
題
点
や
課
題
を
抽
出
し
、

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
示
し
、
ク
ラ
ブ

の
発
展
と
更
な
る
活
性
化
を
目
指
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。 

昨
年
度
は
丹
下
会
長
よ
り
将
来
の
運

営
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
る

諮
問
が
あ
り
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
運
営
に

向
け
て
貴
重
な
意
見
集
約
が
答
申
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
近
年
の
大

き
な
課
題
と
し
て
は
、
や
は
り
会
員
の

減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
数
年
に

渡
り
ク
ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て
会
員
増
強

に
注
力
し
、
多
く
の
新
会
員
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
退

会
し
て
い
く
会
員
も
あ
り
純
増
会
員
数

は
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

ど
こ
の
世
界
で
も
世
代
交
代
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
今
後
持
続
可
能
な
ク
ラ

ブ
を
作
る
上
で
、
一
番
大
事
な
こ
と
は

長
く
ク
ラ
ブ
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
諸
先

輩
方
と
新
会
員
の
融
合
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
為
に
必
要
な
こ
と

は
や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と

思
い
ま
す
。お
互
い
が
お
互
い
を
知
り
、

本
当
の
意
味
で
仲
間
と
な
り
活
動
し
て

い
け
る
よ
う
、
例
会
・
同
好
会
、
そ
れ

以
外
に
も
積
極
的
に
接
点
を
持
て
る
案

を
考
え
、
他
委
員
会
の
皆
様
と
共
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た

若
い
会
員
に
と
っ
て
入
会
の
壁
と
な
る

よ
う
な
規
則
、
慣
例
を
緩
和
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
で
も
入
会
し
た
い
と

思
え
る
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
を
作
る
こ
と

が
永
く
続
い
て
い
く
ク
ラ
ブ
運
営
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
の
良

さ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
で
き

る
よ
う
、
昨
年
度
諮
問
の
答
申
と
共
に

今
後
も
会
員
の
皆
様
よ
り
広
く
意
見
を

求
め
集
約
し
、
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

   

９
月
12
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

藤
田 

守
彦
さ
ん  

 
  

地
区
副
幹
事  

田
中 

賢
二
さ
ん 

 
 

地
区
ス
タ
ッ
フ 

異
相 

武
大
さ
ん 

 
 

分
区
幹
事    

武
山 

卓
史
さ
ん 

＊
会
長
幹
事
懇
談
会 

11
時
30
分
～
12
時
10
分 

 
 

４
Ｆ｢

桐
の
間｣ 

＊
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー 

 
 

13
時
40
分
～
14
時
40
分 

３
Ｆ｢

錦
の
間｣ 

９
月
19
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

９
月
17
日
（
火
） 

４
Ｒ
Ｃ
合
同
例
会 

（
名
古
屋
・
中
・
大
須
・
栄
Ｒ
Ｃ
） 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル  

９
月
26
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 

誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

登録商標 
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